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研究の全体概要 

本研究では、これまで合成に頼っていた抽出剤開発を、計算科学の手法を導入した新たな抽出剤の設

計指針を提案する。さらには、環境調和型の抽出剤として、生体適合性抽出剤の概念を新たに導入す

る。これらの環境調和型の抽出剤を、二次資源からのレアメタル回収に応用することによって、SDGs

の理念に基づいた環境負荷を低減したレアメタルの高効率リサイクルプロセスを構築する。レアメタ

ルの再資源化には、最終的には金属を酸などに浸出し、溶媒抽出等の湿式製錬法によって目的レアメ

タルの分離回収が行われる。微量のレアメタルを多量の不純物金属を含む浸出溶液から回収するには、

大量の有機溶媒と多大なエネルギーを要する。このため、リサイクルを成功させるためには、目的金属

のみを高選択的に認識可能な新規抽出剤の開発が鍵を握る。さらに SDGs の理念にしたがって、環境へ

の負荷を最小限にとどめることが肝要である。そこで本研究では、溶媒抽出法の原理に基づいた高効

率で、環境負荷を低減したレアメタルの高効率抽出分離法を開発し、廃電子機器等の使用済み資源の

リサイクル過程に、今回開発した環境調和型の抽出剤を適用する。 

 使用済み電池（LiB）や廃自動車触媒には、白金族などのレアメタルの他、鉄、マンガン、アルミニ

ウム、銅などが含まれている。本研究では、これらの金属からレアメタルのみを高効率で分離する新規

抽出剤を分子設計に基づいて開発することによって、これまで分離が困難であった性質が類似したレ

アメタルの相互分離を可能にする。また、蒸気圧がほとんどないことから環境調和型の溶媒として注

目されているイオン液体(IL)および深共晶溶媒(DES)をレアメタルの抽出分離剤として利用する。 

 レアメタルのリサイクルは、その資源規模から、分散型のできるだけコンパクトなプロセスが求

められる。本研究提案の分離プロセスはそのような要求を満足し、リサイクルの推進に貢献するとと

もに、「地域循環共生圏」の創造という環境政策にも寄与するものと期待される。 
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